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当社株式の時価総額に関するお知らせ 

 

当社株式は、平成 24 年 12 月において、月間平均時価総額が 12 億円未満となりましたので、今

後の見通し等につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

1． 当社株式の時価総額について 

東京証券取引所の有価証券上場規程第 311 条第 1項第 4号では、9ヶ月（事業の現状、今後

の展開、事業計画の改善その他東京証券取引所が必要と認める事項を記載した書面を 3 ヶ月

以内に東京証券取引所に提出しない場合にあっては，3ヶ月）以内に、毎月の月間平均時価総

額および月末時価総額が 12 億円（注）以上とならないときは、市場第二部銘柄に指定替えに

なる旨規定されております。 

 

（ご参考） 

① 当社株式の平成 24 年 12 月の月間平均時価総額  1,059,469,863 円 

② 当社株式の平成 24 年 12 月末日の時価総額    1,524,994,500 円 

平成 24 年 12 月末日終値    ：5 円 

平成 24 年 12 月末日上場株式数 ：304,998,900 株 

 

(注)上場株式に係る時価総額基準の取り扱いにつきましては、平成 25 年 12 月末までの間、時価

総額基準が 20 億円から 12 億円に変更されております。 

 

2． 今後の見通しについて 

すでに開示しております通り、当社は金融商品取引法違反（有価証券報告書の虚偽記載）

容疑で、現在、証券取引等監視委員会及び神奈川県警（以下「当局」といいます。）の調査

を受けております。 

当社といたしましては、これまで不適切な会計処理を行ってきたとの認識はありません。 

また、当局から具体的な疑義は何も明示的に告知されていないにも拘わらず、一部報道機

関から、当社が都内の不動産取引における譲渡損失を意図的に計上しなかったと報道された
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ことや、当社が反社会的勢力と関与していたとの報道がなされましたが、当社といたしまし

ては、これまで一貫して申し上げております通り、当社が損失を意図的に計上しなかったと

いう事はありませんし、反社会的勢力と関与していたというような事実も一切ありません。 

これらの調査及び報道を含め、株価下落の要因は複数考えられますが、当局の調査が開始

されて以降、当社の株価は急落し、結果として平成 24 年 12 月末日現在で、上記の通り、上

場株式に係る時価総額基準に抵触することとなりました。 

 

なお、当社は、すでに開示しております通り、当社の行った会計処理に関して、疑義の有

無を確認するため、当社と利害関係のない専門家による第三者調査委員会を設置し、客観的

に調査を進めていただいております（もっとも、当社としては、当局から疑義に係る具体的

事実が告知されていないため、これを推測して調査の具体的事項を委嘱せざるを得なかった

ことは、既に開示した通りです。）。 

今後も当局や第三者調査委員会の行う調査に全面的に協力してまいる所存であり、調査に

より明らかになった事実関係等につきましては、速やかに開示してまいります。 

また、一部報道にありました、反社会的勢力との関与につきましても、当社といたしまし

ては、そのような事実は全く無いものの、念のため、これを再確認すべく、社内における自

主調査を進めております。 

 

当社のステークホルダーの皆様に、多大なご心配をおかけする事態を招来したことにつき

ましては、これを重く受け止め、皆様からの信頼回復に向け、役職員一丸となって取り組ん

でまいる所存であります。 

今後は、これらの調査により疑義の有無を確認し、適切に対処するとともに、当社グルー

プのコア事業でありますマンション分譲事業とシニア住宅事業に誠心誠意取り組むこと、債

務圧縮により財務基盤の強化を図ること、更なるコスト削減に努めること等により企業価値

の向上ひいては時価総額の増大を図り、今後とも東京証券取引所市場第一部上場を維持する

よう努めてまいる所存であります。 

 

また、今後 3 ヶ月の間に東京証券取引所へ「事業の現状、今後の展開、事業計画の改善そ

の他東京証券取引所が必要と認める事項を記載した書面」を提出、開示する予定であります。 

株主、投資家の皆様におかれましては何卒一層のご支援を賜りますようお願い申しあげま

す。  

 

以 上 

 

 

 


